
時間帯 対象

進め方・展開例
内容

○【野外の場合】
・ドクロコース（約800ｍ）
※集合場所；活動センター，体育館
・山猫コース  （約700ｍ）
※集合場所；活動センター，体育館
・ドラキュラコース（約600ｍ）
※集合場所；創作棟裏，つどいの広場，第２
ホール

○指導者は明るいうちにコースを下見してお
く。
○何かがあったときの対応。
○団体におけるルール。
○ゴールした後の予定を知らせておく。

○事務室で打ち合わせを行う。
・実施の判断
・物品の受け渡し（準備物参照）

○荒天時は相談の上，実施判断をする。また，
コースの状況も考慮する。
○活動の進め方，片づけ方を確認する。

活
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発展

○勇気を出して夜道を歩くことができたか。
○お互いに励まし合いながら活動することができたか。

○浅利富士登山コースを使い往路は夜の自然を観察し，復路を使い肝試しを行うというように複
合させることもできる。

留意点

○雰囲気の出る話をきく。
　　活動資料Ｐ43～Ｐ48参照

○グループ毎に出発する。

○ゴール

○活動後、身につけた小物については、アル
コール消毒をして返却する。

○対象者の実態を十分考慮する。
○間隔をみながら出発させるようにする。
○トランシーバーを使う際はボリュームを絞っ
ておくと雰囲気を崩さない。
○驚いた研修者の安全を守る。
○ゴールした後，ホッとした気持ちからケガが
発生することがある。最後の地点では指導者を
つけ，研修者の健康状態や人数を確認してお
く。

○何が怖かったか，そのときの友達の励ましの言葉や友達のありがたさなど感じたことを発表し
合う。
○終了の時間がまちまちなのでまとめの時間を取ることが難しい。感じたことを書くことでまと
めとしてもよい。
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【野外活動】

施設で準備できるもの 団体・個人で準備するもの

肝だめし用小物一式，トランシーバー
効果音CD，CDラジカセ，ペンライト

なし

通年 夜（日没後） 低学年～

肝だめしコース
（ドクロ，山猫，ドラキュラ）

人数 所要時間
～200人程度

（～10人程度／１グループ）
0.5～1.5時間

肝だめし【室内での実施も可能】

時　期

場　所

準備物

○暗闇を利用して，肝試しをする。

○勇気を出して夜の道を歩くことができるようにする。
○みんなで励まし合いながら活動することでお互いの信頼
感を深める。

道徳

①自主活動で実施

活動名

概要

ねらい

関連教科等

指導形態



 

肝だめし用物語 
 

◎はじめに 

肝試し出発時に，雰囲気を盛り上げるためにする話として，自

然の家にまつわるものを参考までに紹介します。出発前に怖い話

をするか否か，また，どんな話をするのかについては，活動時間

や，参加者の実態に即して，各団体で判断をしてください。 
 

１ 山猫さま 

むかし，島根県のどこかの山に，山ノ上城という城があり，そ

の山を降りてすぐの海岸には，海砂城という城があったそうです。

当時，この２つの城の殿様はとても仲が悪く，戦を繰り返してい

ました。ただ，海岸そばの海砂城は，船を使った外国との貿易で

力をつけてきており,山ノ上城にとっては，とても苦しい戦いにな

っていました。 

そんな時，山ノ上城の殿様は，その山の山神様に，「何とか戦

で勝ち，民を守れるように」とお願いをしました。すると，どこ

からか猫の鳴き声が聞こえてきたかと思うと，目の前に美しい女

があらわれました。その女は，城で私も暮らしたいと言ってきま

した。殿様は，その女に一目ぼれをし，すぐに結婚しました。料

理も洗濯も，テキパキとこなし，とても優しい女で，城の側で子

猫を拾ってきては，可愛がっていました。本当に何でもできる女

で，特に天気を占う力は誰にも負けませんでした。 

ある年の夏，その女は殿様に言いました。「もうすぐ台風が来

ます。城が壊れないように準備をしましょう。そして台風が去っ

たらすぐに，海砂城に攻撃を仕掛けるのです。海岸そばにある海

砂城は，災害によって大きな被害を受けるはずですから。」 

それを聞いて，殿様はすぐに城の悪い部分を修理して，台風に

備えました。それから間もなく台風がきましたが，女のおかげで

山ノ上城は被害を受けませんでした。一方，海砂城は城のすぐ側

まで海の水が押し寄せ，大きな被害を受けました。 

そこで，山ノ上城の殿様はここぞとばかりに，海砂城に向けて

総攻撃をしかけたのです。台風の被害で海砂城の兵士たちは元気

がなく，山ノ上城の優勢のように思えました。 

しかし，思わぬことが起こりました。海砂城の殿様が叫んだの



 

です。 

「山ノ上城の兵士たちよ。ワシの味方をしろ。そうすれば皆に金

１０両ずつ与えるぞ。今こそ裏切ってワシの味方になるのだ！！」 

その言葉を聞いた山ノ上城の家来たちは，何と，次々と裏切っ

て海砂城の味方になり始めたのです。いつしか，山ノ上城の殿様

はあたり一面，全ての兵士が敵になってしまいました。 

言うまでもなく，殿様は為す術もなく命を落としました。戦が

終わり，その夜，殿様の死を知った女は，悲しみと怒りに打ちひ

しがれていました。泣き崩れていた女に，ピカッと月明かりが当

たりました。いつもの月明かりとはちがう青白い冷たい月明かり

でした。その月明かりを浴びた女は，急に立ち上がり，何と大き

な大きな山猫に姿を変えてしまいました。女は山猫の化身だった

のです。 

山猫は怒りにまかせて，殿様を裏切ったたくさんの家来たちを

皆殺しにしました。 

そして，殿様の亡き骸をくわえて，山の中へ戻り，静かにうず

くまって硬い大きな岩となったそうです。 

自然の家の周辺には，たくさんの石垣があったり，大きな岩が

あちらこちらにあります。ひょっとしたら，山猫コースにある大

きな岩は，その山猫の岩かもしれません。 

くれぐれも，肝試しで友達をおいて先にすすんだりしないよう

に・・・。さもないと・・・。 



 

２ 石見のドラキュラ伝説 

まだ，自然の家がこの地にできていない頃の話です。 

旅人が 1 人，大田の方から山道を急いでいました。昔は江津の

街へ行くには，この浅利富士の峠を越えなければなりませんでし

た。山に登り始めるころには，辺りはすっかり薄暗くなっていま

したが，どうしても早く江津の街へ行かねばならない用事があり，

暗い夜道を急いでいました。 

しかし，旅人が山頂まで登った時，数匹のコウモリが月明かり

へ向かって羽ばたいていったかと思うと，それまで明るく照らし

てくれていた月明かりに突然，黒い冷たい雲がかかり，辺りは真

っ暗になったのです。急に寒くなり，旅人は恐ろしくなりました。

まっくら闇の中を手さぐりで進んでいきながら，どこかに家は見

えないか，必死に探しました。見回しても見回してもまっくら闇。

ときどきコウモリが，足元からバタバタと飛び出して，幾度も背

筋が凍りつく思いでした。それでもなお，すり足で草木を分けて

行きながら見まわすと，遠い谷底の方に，ちらりと灯りが見えた

のです。 

「ああ，よかった。」とまた勇気が湧いてきて，凍えた体の最後

の力を振り絞って，その灯りの見える谷底へ向かい始めました。

灯りは林の中…草の間から，ちらちらと見えています。旅人は夢

中で，その灯りをめざして，ほとんど一直線に山を降りていった

のです。 

そして旅人は必死の思いで，何とかその灯りのついた山小屋に

たどりついたのです。すがる思いで，ドンドンと，戸をたたきま

した。 

「泊めてください。火にあたらせてください。たのみます…。」 

中からは，うんともすんとも返事がありませんでした。戸の隙

間からのぞいて見ると，確かに囲炉裏の火が燃えており，人間ら

しき姿が見えました。なんだか，生臭いにおいがしたようにも感

じましたが，早く火にあたりたくて，ドンドンと，戸をたたき続

けながらどなりました。 

「助けてくれー」 

「だれかなあ？おらのことかな？」 

と言いながら，その人は顔を上げました。「あっ！」というと，

旅人は目をまわしてその場へひっくり返りました。山小屋の中に



 

いたのは人ではなかったのです。耳まで裂けた真っ赤な口，口の

まわりに血がついていました。二つの眼は，まっ赤に光っていま

す。そう，それはコウモリ男だったのです！とたんに山小屋もコ

ウモリ男の姿も，パッと消えましたが，目をまわしてひっくり返

った旅人は，それを知りません。 

どのくらい経ったでしょうか。旅人は夜露が口に入って目をさ

ましました。あのコウモリ男の顔を思いだすと，無我夢中で，大

事な荷物もなんにも投げだし，転びながら，すべりながら，かけ

出し，木にぶつかってひっくりかえったりしながら，一目散に逃

げ出しました。 

どこかから，水音が聞こえてきました。旅人はどうやら江の川

の岸にたどりついたようでした。息も切れ，凍えた体には，もう

ほとんど力は残っていませんでした。月明かりが再び照らし始め，

川の上流のほうに渡し舟らしき人影が見えました。こんな時間に

人いるだろうかと思いつつも，無我夢中になって叫びました。 

「助けてー」，「助けてー」 

何とか渡し舟までたどり着き，川の方を向いたままの船頭らし

き人の足にすがりつきました。 

ゆっくりと振り向いたその船頭の顔は，耳まで裂けた口もとは

血だらけで，目は真っ赤に光っていました。そう，あの山小屋に

いたコウモリ男だったのです。 

「そんなに慌ててどうなすった？そんなにこの川が渡りたいの

かい？？」 

コウモリ男はそう言うと，川の方を指差しました。その川は江

の川ではなく，どす黒い真っ赤な色をした川だったのです。何百

匹ものコウモリが，その川の水を静かに飲んでいました。 

それ以来，コウモリ男は「石見のドラキュラ」として恐れられ，

夜中に浅利富士の峠越えをする者は，いなくなったそうです。 



 

３ ドクロ会議 

まだ，自然の家がこの地にできていない頃の話です。 

この近くの山道を旅していた旅人が，日が暮れたので，森の中

へ入って，大きな樹の下で弁当を食べて，旅の疲れでぐうぐうと

眠っていました。 

夜中に，何か話し声がするような気がして，ふと目をさますと，

大きな星が木の間越しに，青白く光っていました。 

するとどこからか声が聞こえてきたのです。 

「・・・・・・１６日は，又兵衛だな。」 

「そうか。何時に死ぬんだ？」 

「朝の８時３０分。」 

「そうか。わかった。」 

旅人は驚きました。又兵衛というのは叔父さんの名だったので

す。働き者だが，けちん坊の。そっと木の陰からのぞいてみると，

星明かりでいくらか明るい樹々の下に，ぼうと黒い影があり，角

のところにドクロのようなものが見えました。人がのぞいている

ことが分かったのか，ドクロはふっと姿を消してしまいました。 

旅人は夜が明けると急ぎに急ぎました。村へ帰り着いたのは，

ちょうど１６日の，正午ごろでした。なにやら村人が集まって忙

しそうにしていました。 

「どがしたんかあ？」 

「又兵衛どんが死にんさった。」 

「あっ。なん時ごろだ？」 

「朝の８時３０分・・・・・・。」 

それを聞くと，旅から帰った男は目をまわしてその場に倒れま

した。 

 

次は都野津の人。大森銀山から帰るのに，急ぎに急ぎましたが

とうとうこの山中で日が暮れてしまいました。都野津を目の前に

しながら，真っ暗の山を下り，真っ暗の江川を渡るわけにもいき

ません。まだ１０月半ばでそう寒いわけでもないので，「まぁ仕

方ない」と木の下で野宿することにしました。そして，夜中，あ

の声を聞いたのです。 

「・・・・・・２３日は，おきみだ。」 

「そうか。何時だ？用意の都合があるからな。」 



 

「夜の８時３０分。」 

「そう遅くちゃこまるんだがな。」 

「それなら午後４時。」 

「よかろう。」 

驚いて，飛び上がりました。おきみは，母親の名ではありませ

んか。それからその人はもう夜道をころびながら下り，江の川を

泳いで渡りました。しずくをぼとぼと落としながら家に帰り着い

た時。辺りはちょうど夜が明けていました。 

「早かったの。」 

といって母親のおきみが出てきました。その男はびっくりして，

だいぶしてから，よかった，とやっと安心と喜びが湧いてきまし

た。てっきり病気と思ったのに，元気だったからです。 

ひとまずは安心したのですが，それから２日たち，３日たち…，

母親のおきみは江の川にはまって死んでしまいました。ちょうど

２３日の午後４時ごろでした・・・。 

  

それから――いや，例をあげるのはもう，よしましょう。とに

かく，ドクロの話がしだいに広がっていったのです。 

ドクロは地獄からのお使いで，人の死ぬ時刻を告げるのだそう

です。エンマ大王のお言いつけで，死の時刻を決め，それからそ

れを伝えるのです。誰にか？本人にです。一生を真面目に，懸命

に働いてきた素直な人には，それが分かります。だから心静かに

その準備をします。しかし大部分の人は，告げられていることに

気づくことができないのです。やはり自分勝手だったり，欲ばり

だったり，人に意地悪をしたりしていて，突然の死を迎えてしま

うのです。 

その森のあたりは，血の池地獄があったそうです。それで夜ふ

けに使いのドクロたちの集まりがあるのです。もちろん今も。 

肝試しの最中に，もし話し声が聞こえてきたら，その時は騒が

ないようにしてください。ひょっとしたら，ドクロたちの集まり

の場所かもしれませんから・・・。 


